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1. 「監査役等の引継ぎ」の実施状況
• 関西支部の監査実務部会、情報交換会への登録者及び本部、中部支部、九州支部の監査実務部会幹事の830名を対象にア

ンケート調査を実施し、250名より回答（回答率30.1％）。

• この調査結果をもとに、「監査役等の引継ぎ手引書」を取りまとめた。

引継の実施

• 引継ぎ自体は実施されている（80.2％）。
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・一方、資料譲渡のみや１日での引継ぎで半数超となっており、
意味のある引継となっていない可能性がある。
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2. 引継状況
引継状況

・監査計画は引き継がれているものの、監査活動の進め方が引
継がれなく困ったいう意見が見られる。

・自身の経験からか引き継ぎたい事項として、監査役職務の説
明や監査活動の進め方の割合が高い。



3. 「引継」の在り方
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後任監査役等がスムーズに監査活動を行えるよう形式的ではない引継を

常勤
複数

常勤監査役によるOJT
ベテラン監査役等と新任監査役等の複数体制で任期を調整することにより、監査活動を共
に実施し引継ぎを行う

常勤
交代

「監査役等の職務の説明」、「各監査活動の具体的な進め方」
「就任後、当面実施すべき活動内容」
・職務の説明は監査役協会の公表資料や研修会を活用
・可能であれば就任前に監査活動への同席を促す
・ルーティンの活動のほか、自社特有の取り扱いや留意点などは資料に記録ととも
に伝える

・就任後すぐに実施しなければならない活動の引継ぎは念入りに
・役職員とのコミュニケーションからスタート

引継期間・引継方法
・候補者内定後から、時間を掛けて１度ではなく定期的に引き継ぐ
・単なる資料の提供ではなく、監査活動の目的これまでの過程を共有。特に明文化され
ていない「暗黙知」や懸念が残る事項などは丁寧に

監査役等のサクセッションプラン

・中⾧期的な監査役会の構成を検討

・常勤監査役就任時から次の候補者を探す

・内部監査室、監査役等スタッフ、子会

社監査役兼務などを通じて、就任前か

ら監査活動に触れる。



４.後任監査役等へ
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アンケートでは、記述回答として、これから監査役等として活動を行う方への声を掲載、
引継ぐ側だけではなく、これから就任する新任監査役等にとっても活用できる資料に。

〇ご自身で実施に至っていない監査活動で、後任には是非実施して欲しい活動

〇ご自身が実施した監査活動で、後任にも是非実施して欲しい活動

〇就任すればまず始めるべき活動

〇監査役等を経験したことで得た経験、良かった事項

〇日本監査役協会の各種実務部会や情報交換会などへ出席してよかった事例



５.資料編
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参考
資料 ・引継ぎスケジュールの目安

・引継ぎ資料チェックリスト（例示）

実例
資料 ・監査役選任議案・候補者の選定・同意方針

・監査役候補者の選定に関する実施要領


